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本調査の目的と方法

WEB調査

株式会社マクロミルが保有している調査モニターから、男女
年齢階層別に層化して、日本の人口構成に合わせるように無
作為抽出し、デジタル録音機器の保有状況を調査した後、デ
ジタル録音機器保有者を対象に、デジタル録音機器の利用
状況、著作権等に対する意識等に関するWEBによるアン
ケート調査を実施した。

調査対象：全国のデジタル録音機器保有世帯の個人（15歳

以上）

実施時期：平成18年7月

有効回収数：3,000件

回答者属性：男性 55.8％、女性 44.2％

20歳未満 10.0％、20～29歳 24.1％

30～39歳 19.0％、40～49歳 17.4％

50～59歳 24.6％、60歳以上 4.9％

郵送調査

社団法人中央調査社が毎年実施する耐久消費財の世帯保
有実施調査（モニター世帯を対象とした郵送調査）を利用し、
デジタル録音機器の保有世帯を抽出し、当該世帯を対象に、
デジタル録音機器の利用状況、著作権等に対する意識等に
関するアンケート調査を実施した。

調査対象：全国のデジタル録音機器保有世帯の個人（15歳

以上）

実施時期：平成18年8月

発送数：2,500件

有効回収数：1,004件（回収率 40.2%）

回答者属性：男性 30.5％、女性 69.2％

20歳未満 9.5％、20～29歳 16.6％

30～39歳 30.2％、40～49歳 24.3％

50～59歳 14.1％、60歳以上 5.0％

目的

昨今、各種デジタル録音技術が益々発達し、既存の私的録音補償金制度の枠組みで処理しきれない機器も次々と登場するようになっ
た。本調査では、デジタル方式による録音機器の普及状況及びデジタル録音の実態、補償金制度に係わる利用者の意識などを把握し、
今後の著作権制度のあり方を検討するための基礎資料とする。

本調査では、インターネットユーザーを対象としたWEB調査、一般ユーザーを対象とした郵送調査の２種類を併用して実施した。WEB調
査の回答者は男性が多く（約６割）、郵送調査の回答者は女性が多い（約７割）という結果になっている。
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デジタル録音機器の家庭における保有状況

N=1005

（１） MD録音機能付き

（２） CD-R／RW録音機能付き

（３） MD及びCD-R／RW録音機能付き

（４） MDレコーダー

（５） CD-R／RWレコーダー

（６） MD及びCD-R／RWレコーダー

（７） DATレコーダー

（８） DCCレコーダー

（９） MD録音型

（10） DAT録音型

（11） DCC録音型

（12） CD-R／RW型

（13） ハードディスク型（iPod等）

（14） 携帯メモリ型

（15） パソコン（CD-R／RWドライブつき）

（16） パソコン（CD-R／RWドライブつき以外）

（17） 音楽録音機能付きハードディスク内蔵型カーオーディオ

（18） 録音機能付きカーナビ

（19） ハードディスク内蔵型レコーダー、コンポ
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26.0

77.4

20.9

8.5

7.8

6.3

27.2

59.5

51.1

48.8

54.0

67.9

69.1

70.0

0.8

0.7

1.5

1.3

14.7

59.5

51.3

60.5

60.7

70.4

69.7

56.2

70.8

71.4

65.5

23.8

23.2

23.7

25.1

7.9

25.3

23.6

24.6

27.9

27.7

22.1

29.1

28.8

21.8

22.2

20.2

21.7

19.9

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている 持っていない わからない・無回答

N=3000

（１） MD録音機能付き

（２） CD-R／RW録音機能付き

（３） MD及びCD-R／RW録音機能付き

（４） MDレコーダー

（５） CD-R／RWレコーダー

（６） MD及びCD-R／RWレコーダー

（７） DATレコーダー

（８） DCCレコーダー

（９） MD録音型

（10） DAT録音型

（11） DCC録音型

（12） CD-R／RW型

（13） ハードディスク型（iPod等）

（14） 携帯メモリ型

（15） パソコン（CD-R／RWドライブつき）

（16） パソコン（CD-R／RWドライブつき以外）

（17） 音楽録音機能付きハードディスク内蔵型カーオーディオ

（18） 録音機能付きカーナビ

（19） ハードディスク内蔵型レコーダー、コンポ
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15.2

11.6

23.4

14.0

9.2

28.2

10.7

36.6

33.8

94.1

36.1

8.5

6.7

9.9

42.9

81.6

60.9

62.9

60.0

88.2

89.5

86.2

1.5

0.7

2.1

0.8

4.8

84.7

73.5

82.3

86.5

92.0

92.6

69.4

92.6

93.8

85.4

3.9

3.8

3.2

3.8

1.1

3.3

2.5

3.9

5.5

5.3

2.4

6.6

6.4

4.3

3.8

3.1

3.6

3.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている 持っていない わからない

デジタル録音機器の家庭における保有状況について尋ねたところ、割合が最も高かったのは「(1)ＭＤ録音機能付きミニコンポ・ラジカセ」で、Ｗ
ＥＢ調査では56.0％、郵送調査では63.4％の人が家庭に一台以上「ある」としている。

「(9)～(14)ポータブルオーディオ」については、 (13)ハードディスク型（iPod等）、(14)携帯メモリ型がＷＥＢ調査では３割以上、郵送調査では２割
以上の人が保有している。

「(15) パソコン（ＣＤ－Ｒ／ＲＷドライブつき）」は、大部分の家庭で保有されている（ＷＥＢ調査：94.1％、郵送調査：77.4％）。

［ＷＥＢ]家庭におけるデジタル録音機器の保有状況（Ｑ１） [郵送]家庭におけるデジタル録音機器の保有状況（問１Ａ）
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デジタル録音の経験と頻度

最近１年間のデジタル録音機器・媒体への録音経験と頻度について尋ねた。デジタル録音経験ではＷＥＢ調査では100％、郵送調査でも88.4％
と、高い比率で経験していることがわかる。

録音回数（頻度）については、ＷＥＢ調査、郵送調査ともに「１週間に１回以上」の頻度が３割弱となっており、実施する人は、かなり頻繁に録音
をしていることがわかる。

最近１年間のデジタル録音の経験・頻度（Ｑ７、問３－１）

28.7

25.3

35.6

26.9

35.7

36.2

0.0

11.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[ＷＥＢ調査]全体

(N=3000)

[郵送調査]全体

(N=1004)

１週間に１回以上 １ヵ月間に１回ぐらい ２～３ヵ月に１回以下 ない
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（参考）アナログ録音とデジタル録音の経験の推移

社団法人私的録音補償金管理協会では、平成9年、13年、17年に実施した「私的録音に関する実態調査」の中で、アナログ録音とデジタル録
音の経験を調査している。

過去の調査は訪問留置法で実施しているため、今回調査（平成18年）との単純な時系列比較はできないが、傾向としてはデジタル録音機器の

普及に伴い、デジタル録音がアナログ録音を代替している様子がうかがわれる。

また、今回調査（平成18年）でデジタル録音経験の比率が昨年の調査結果に比べて著しく大きくなっているが、これは今回調査で初めて、デジ
タル録音機器にｉPod等のポータブル（携帯型）オーディオやパソコンも含めたためである。

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

平成9年 平成13年 平成17年 平成18年

アナログ録音経験あり デジタル録音経験あり

１年以内に録音経験のある人の割合の推移

（出所）「私的録音に関する実態調査報告書」（平成10年、平成14年、平成18年） 社団法人私的録音補償金管理協会

平成18年の数値は郵送調査
の結果を掲載
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デジタル録音の音源

最近１年間にデジタル録音の経験がある人に、録音の際の音源に
ついて尋ねた。

デジタル録音の音源として、「レンタルショップから借りたＣＤなどか
らの録音」が最も多く、ＷＥＢ調査では71.3％、郵送調査では75.2％
となっている。次いで「自分や家族が持っている市販ＣＤ、ＭＤ、
テープなどからの録音」「友人・知人から借りた市販ＣＤ、ＭＤ、テー
プなどからの録音」が多い。放送からの録音については、「ラジオ（Ｆ
Ｍ）からの録音」、「ラジオ（ＡＭ）からの録音」ともに低い。

「インターネットの有料音楽配信サービス」の録音経験については、
郵送調査では18.0％、ＷＥＢ調査では28.4％となっている。

デジタル録音機器・媒体への録音音源（Ｑ８、問４）

注）「ほとんど毎日録音する」「１週間に２～３回録音する」「１週間に１回ぐらい録音する」「１ヶ月に１回ぐらい
録音する」「２～３ヶ月に１回ぐらい録音する」「半年に１回ぐらい録音する」「１年に１回ぐらい録音する」の7段
階頻度を合算し、「録音する」としてグラフ化した。

71.3

67.4

49.6

34.3

28.4

26.2

24.4

17.4

15.3

13.0

11.2

9.0

75.2

62.3

52.7

26.3

18.0

25.7

11.7

13.1

10.0

9.0

4.8

7.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

レンタルショップから借りたＣＤ

自分や家族が持っている

　　　市販ＣＤ・ＭＤ・テープ

友人・知人から借りた

　　　市販ＣＤ・ＭＤ・テープ

自分が録音した

　　　媒体（メディア）

インターネットの

　　　有料音楽配信サービス

友人・知人が録音した

　　　媒体（メディア）

上記以外のインターネット

公共施設から借りた

　　　ＣＤや録音テープ

自分や家族、友人・知人等

　　　の私的な音楽演奏など

ラジオ（ＦＭ）

上記以外のその他の録音

ラジオ（ＡＭ）

上段[ＷＥＢ調査]　N=3000
下段[郵送調査]　  N=888

（％）
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デジタル録音の理由

デジタル録音機器を使って録音する理由は、ＷＥＢ調査では「好き
な音楽を抜き出して編集したディスク・テープを自分で作って聞くた
め」が49.7％、郵送調査では「ＣＤや市販の録音済みＭＤまたは
テープを買うよりも安くすむから」が59.0％と最も高い。

しかし、ＷＥＢ調査、郵送調査ともに「ヘッドホンタイププレーヤーや
カーステレオで聞くため」、「好きな音楽を抜き出して編集したディス
ク、テープを自分で作って聞くため」、「ＣＤや市販の録音済みＭＤま
たはテープを買うよりも安くすむから」といった３つの理由が他の理
由と比較して高く、同じ傾向であることがわかる。

好きな音楽を好きな場所で聞くために、デジタル録音を積極的に活
用する一方で、市販のＣＤ購入の代替手段としてデジタル録音を位
置づけている人も、相当数存在することがうかがえる。

49.7

46.9

44.5

26.9

15.8

15.1

11.6

5.9

5.6

5.6

47.4

53.6

59.0

18.1

20.3

14.2

10.2

5.6

4.7

6.5

0 10 20 30 40 50 60 70

好きな音楽を抜き出して

編集したＣＤ－ＲやＭＤを

自分で作って聴くため

ヘッドホンタイプのプレーヤーや

カーステレオで聴くため

市販のＣＤや録音済みテープを

買うよりも安くすむから

市販のＣＤや録音済みテープに

傷をつけないため

家族や友人・知人に頼まれて

放送で聴いた後にさらに

繰り返して聴くため

聴きたいものを放送時間に

聴くことができないため

録音した音楽などを聴いて、

市販のＣＤや録音済みテープを

自分で購入するかどうかを決めるため

コンサート、歌手の公演、

寄席などに行くかわりに

その他

上段[ＷＥＢ調査]　N=3000
下段[郵送調査]    N=888

（％）

デジタル録音機器・媒体を使って録音する理由（Ｑ13、問７）
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ＭＤを利用したデジタル録音の状況

過去１年間にＭＤへの録音をしたかについて尋ねた。ＷＥＢ調査で
は44.8％、郵送調査では62.2％である。

ＭＤへの録音経験者に録音曲数を尋ねたところ、録音曲数の平均
はＷＥＢ調査では89.1曲、郵送調査では94.9曲である。

最近１年間にブランクの録音用ＭＤを購入したかについて尋ねた。
ＷＥＢ調査では32.0％、郵送調査では51.7％となっている。この割合
は、既回答の「ＭＤでの録音経験」の割合に比較するとそれぞれ10
ポイントほど低いことから、最近１年間にブランクＭＤを購入せず、
既に持っているＭＤを使って録音していたと考えられる。

購入枚数の平均はＷＥＢ調査、郵送調査ともに16.8枚である。

【参考】

社団法人私的録音補償金管理協会では、平成9年、13年、17年に
実施した「私的録音に関する実態調査」の中で、録音用ＭＤの購入
状況を調査している。過去の調査は訪問留置法で実施しているた
め、今回調査（平成18年）との単純な時系列比較はできないが、傾
向としては録音用ＭＤの購入は頭打ちの状況にある。

録音した
44.8%

録音して
いない
55.2%

N=3000

無回答
0.2%

録音した
62.2%

録音して
いない
37.6%

N=888

最近１年間のＭＤへの録音経験（Q16、問10）

[WEB調査] [郵送調査]

平均録音曲数：89.1曲 平均録音曲数：94.9曲

買った
32.0%

買わな
かった
68.0%

N=3000

無回答
0.7%

買った
51.7%

買わな
かった
47.6%

N=888

最近１年間のブランクの録音用ＭＤの購入経験（Q19、問11）

[WEB調査] [郵送調査]

平均購入枚数：16.8枚 平均購入枚数：16.8枚

平成9年 平成13年 平成17年 平成18年
購入経験あり：％ 45.7 75.7 58.8 51.7
平均購入枚数：枚 17.3 15.9 15.9 16.8

（出所）「私的録音に関する実態調査報告書」（平成10年、平成14年、平成
18年） 社団法人私的録音補償金管理協会

平成18年の数値は郵送

調査の結果を掲載

１年以内に録音用ＭＤ購入経験のある人の割合の推移
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ＣＤ－Ｒ／ＲＷを利用したデジタル録音の状況

過去１年間にＣＤ－Ｒ／ＲＷへの録音をしたかについて尋ねた。Ｗ
ＥＢ調査では71.1％、郵送調査では47.0％であり、ＷＥＢ調査の回
答割合のほうが20ポイント以上高い。これは、「家庭におけるデジタ
ル録音機器の保有状況（Ｑ１及び問１）」における「(15)ＣＤ－Ｒ／Ｒ
Ｗつきパソコン」の保有割合の差異とほぼ同様となっている。

ＣＤ－Ｒ／ＲＷへの録音経験者に録音した曲数を尋ねた。録音曲数
の平均はＷＥＢ調査では102.4曲、郵送調査では95.4曲である。

最近１年間にブランクのＣＤ－Ｒ／ＲＷを購入したかについて尋ね
た。ＷＥＢ調査では63.3％、郵送調査では40.9％となっている。この
割合は、既回答の「ＣＤ－Ｒ／ＲＷでの録音経験」の割合に比較し
てそれぞれ10ポイント前後低いことから、ＭＤ同様、最近１年間にブ
ランクＣＤ－Ｒ／ＲＷメディアを購入せず、既に持っているメディアを
使って録音していたと考えられる。

購入枚数の平均はＷＥＢ調査では42.4枚、郵送調査では30.5枚で
ある。

【参考】

社団法人私的録音補償金管理協会が平成17年に実施した「私的
録音に関する実態調査」の中で、ＣＤ-Ｒ／ＲＷの購入状況を調査し
ている。その時の結果は、「購入経験あり」が75.0％、平均購入枚数
は30.1枚であった。

録音した
71.1%

録音して
いない
28.9%

N=3000

無回答
1.0%

録音した
47.0%

録音して
いない
52.0%

N=888

最近１年間のＣＤ-Ｒ/ＲＷへの録音経験（Q22、問12）

[WEB調査] [郵送調査]

平均録音曲数：102.4曲 平均録音曲数：95.4曲

買った
63.3%

買わな
かった
36.7%

N=3000

無回答
2.7%

買った
40.9%買わな

かった
56.4%

N=888

最近１年間のブランクのＣＤ-Ｒ/ＲＷの購入経験（Q25、問13）

[WEB調査] [郵送調査]

平均購入枚数：42.4枚 平均購入枚数：30.5枚
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デジタル録音の音源（ＭＤ、ＣＤ-Ｒ／ＲＷの場合）

ＭＤで聴く音楽は何から録音しているかについて尋ねた。最も高
かったのは「レンタルしたＣＤ」で、ＷＥＢ調査では72.9％、郵送調査
では79.9％である。 「インターネットによる有料音楽配信」、「イン
ターネットから無償で」をみると、１割以下である。ただし、わずかで
はあるがＷＥＢ調査のほうが２ポイントほど上回っている。

ＣＤ－Ｒ／ＲＷで聴く音楽は何から録音しているかについて尋ねた。
最も高かったのは「レンタルしたＣＤ」で、ＷＥＢ調査が69.2％、郵送
調査が66.4％である。次いでＷＥＢ調査では「購入したＣＤ」54.3%、
郵送調査では「友人・知人から借りたＣＤ」47.2％となっている。

ＭＤへの録音音源（Ｑ18、問10-2）

ＣＤ-Ｒ/ＲＷへの録音音源（Ｑ24、問12-2）

72.9

57.7

43.1

13.5

7.6

7.6

4.9

79.9

52.0

49.5

10.5

5.6

3.6

5.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

レンタルしたＣＤ

購入したＣＤ

友人・知人から借りたＣＤ

放送（ＡＭ、ＦＭなど）

インターネットによる有料音楽配信

インターネットから無償で

その他

（％）

上段[ＷＥＢ調査]　N=1345
下段[郵送調査]    N=552

69.2

54.3

44.9

16.2

15.3

4.5

2.5

66.4

46.5

47.2

13.9

12.9

4.8

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70

レンタルしたＣＤ

購入したＣＤ

友人・知人から借りたＣＤ

インターネットから無償で

インターネットによる有料音楽配信

放送（ＦＭ、ＡＭなど）

その他

上段[ＷＥＢ調査]　N=2132
下段[郵送調査]   N=417

（％）
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ポータブル（携帯型）オーディオの保有状況

ポータブル（携帯型）オーディオの保有状況について尋ねた。 ＷＥ
Ｂ調査では55.3％、郵送調査では38.7％が「保有している」となって
いる。ＷＥＢ調査の回答割合のほうが16ポイント以上高い。

ポータブル（携帯型）オーディオをいつから保有しているかについて
尋ねたところ、ＷＥＢ調査、郵送調査ともに、2005年10～12月を中
心にその前後の期間に保有を開始していることがわかる。

知らない
1.0%

保有して
いる

55.3%

保有して
いない
43.7%

N=3000

無回答
0.5%

知らない
1.3%

保有して
いる

38.7%保有して
いない
59.5%

N=1005

ポータブル（携帯型）オーディオの保有状況（Q31、問14）

[WEB調査] [郵送調査]

ポータブル（携帯型）オーディオの保有開始時期（Ｑ32、問15）

注）郵送調査では「2006年7月～」のカテゴリーを設けていない。

10.4

2.9

2.9

3.1

7.3

8.7

9.0

10.9

15.3

12.1

9.2

2.6

5.7

11.6

4.1

3.1

3.9

7.2

7.2

6.9

10.3

16.5

11.3

12.1

4.9

0 5 10 15 20

2003年以前

2004年1～3月

2004年4～6月

2004年7～9月

2004年10～12月

2005年1～3月

2005年4～6月

2005年7～9月

2005年10～12月

2006年1～3月

2006年4～6月

2006年7月～　

わからない・覚えていない

上段[ＷＥＢ調査]　N=1658
下段[郵送調査]    N=389

（％）
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ポータブル（携帯型）オーディオへの保存曲数と録音源

ポータブル（携帯型）オーディオにどのような内容の情報・データを保存しているかについて尋ねた。ＷＥＢ調査、郵送調査ともに「音楽」が圧倒
的に高く、９割以上を占めている。

ポータブル（携帯型）オーディオに何曲くらい保存しているかについて尋ねた。ＷＥＢ調査では平均372.2曲、郵送調査では327.8曲である。 ＭＤ
やＣＤ-Ｒ/ＲＷの１年間の保存曲数に比べて３倍以上となっている。

ポータブル（携帯型）オーディオで聴く音楽は何から録音しているかについて尋ねた。最も高かったのは、ＷＥＢ調査では「購入したＣＤ」で70.5％、
次いで「レンタルしたＣＤ」で68.0％、郵送調査では「レンタルしたＣＤ」が65.9％、次いで「購入したＣＤ」63.4％である。

70.5

68.0

42.5

23.1

18.6

4.9

2.3

63.4

65.9

39.0

21.7

17.6

8.1

3.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

購入したＣＤ

レンタルしたＣＤ

友人・知人から借りたＣＤ

インターネットによる
有料音楽配信

インターネットから無償で

放送（ＡＭ、ＦＭなど）

その他

上段[ＷＥＢ調査]　N=1599
下段[郵送調査]　　N=369

（％）

ポータブル（携帯型）オーディオへの録音音源（Ｑ36、問16-3）

ポータブル（携帯型）オーディオの保存データ（Ｑ33、問16）

平均録音曲数：372.2曲

平均録音曲数：327.8曲

96.4

15.9

10.0

7.4

5.7

4.0

2.8

2.1

2.0

94.9

11.3

6.9

9.0

5.1

3.1

4.9

2.6

3.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

音楽

英会話等の語学の教材

その他のパソコンのファイル

デジカメ等で撮影した写真

講義・講演・朗読

浪曲・落語・講談・劇・ドラマ

住所録、アドレス帳、予定表

その他

テレビなどから録画した映像

上段[ＷＥＢ調査]　N=1658
下段[郵送調査]　 N=389

（％）
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ポータブル（携帯型）オーディオ保有の影響

ポータブル（携帯型）オーディオの保有によって減少したと思われるものは、ＷＥＢ調査、郵送調査ともに、上位４項目は同一で「ブランクＭＤの
購入」、「ＣＤアルバムの購入」、「ＣＤシングルの購入」、「減ったものはない」である。

次に、増加したと思われるものについて尋ねたところ、こちらもＷＥＢ調査、郵送調査の上位４項目は同じで「ＣＤアルバムのレンタル」、「ＣＤシン
グルのレンタル」、インターネット有料音楽配信」、「増えたものはない」である。

前問とあわせると、ＣＤを購入することからＣＤのレンタル、インターネット音楽配信に移行している傾向がうかがえる。

38.9

33.4

30.7

29.3

21.4

12.8

12.7

1.9

1.2

0.2

31.1

29.3

25.7

32.9

12.1

8.5

9.0

1.3

0.3

0.3

0 10 20 30 40

ブランクのＭＤの購入

ＣＤアルバムの購入

ＣＤシングルの購入

減ったものはない

ブランクの　　　　　　
ＣＤ-Ｒ/ＲＷの購入

ＣＤアルバムのレンタル

ＣＤシングルのレンタル

インターネット有料音楽配信

インターネットからの
無償での録音

その他

（％）

上段[ＷＥＢ調査]　N=1658
下段[郵送調査]　　N=389

ポータブル（携帯型）オーディオ保有によって利用が減ったもの（Ｑ38、問17-1）

35.2

28.5

22.7

20.0

19.5

12.4

11.5

5.4

2.2

0.7

39.3

24.7

19.3

24.9

16.2

7.2

12.1

3.6

2.1

1.5

0 10 20 30 40 50

ＣＤアルバムのレンタル

増えたものはない

インターネット有料音楽配信

ＣＤシングルのレンタル

インターネットからの
無償での録音

ブランクの　　　　　　
ＣＤ-Ｒ/ＲＷの購入

ＣＤアルバムの購入

ＣＤシングルの購入

ブランクのＭＤの購入

その他

（％）

上段[ＷＥＢ調査]　N=1658
下段[郵送調査]　　N=389

ポータブル（携帯型）オーディオ保有によって利用が増えたもの（Ｑ39、問17-2）
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パソコンで行われる私的録音の状況

パソコンをどのような用途に使っているかについて尋ねた。上位４項目はＷＥＢ調査、郵送調査ともに、「インターネット」、「電子メール」、「音楽
の録音」、「文書の作成」である。そのうち「音楽の録音」の割合は、ＷＥＢ調査では75.5％、郵送調査では47.6％となっており、ＷＥＢ調査のほう
が30ポイント近く高い割合となっている。

「音楽の録音／保存」をすると回答した人に、保存する音楽の録音源について尋ねたところ、録音音源の順位はＷＥＢ調査、郵送調査とも全く
同じであり、最も多いものは「レンタルしたＣＤ」（ＷＥＢ調査：68.7％、郵送調査：67.8％）である。

99.6

96.1

75.5

74.7

63.2

54.0

40.6

26.1

3.5

0.0

79.6

56.8

47.6

54.4

33.3

33.6

15.4

10.3

5.3

9.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

インターネット

電子メール

音楽の録音／保存

文書の作成

画像、動画の　　
編集、整理

表やグラフ、　　　　　　
データベースの作成

ホームページ、　
ブログの作成

テレビの視聴、録画

その他

利用していない

上段[ＷＥＢ調査]　N=2934
下段[郵送調査]　　N=1005

（％）

パソコンの用途（Ｑ44、問20）

68.7

67.0

45.7

25.4

23.7

4.8

1.9

67.8

57.5

44.8

21.5

18.8

3.1

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70

レンタルしたＣＤ

購入したＣＤ

友人・知人から借りたＣＤ

インターネットによる
有料音楽配信

インターネットから無償で

放送（ＡＭ、ＦＭなど）

その他

上段[ＷＥＢ調査]　N=2214
下段[郵送調査]　　N=478

（％）

パソコンに保存する録音音源（Ｑ45、問20-1）
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パソコンを活用した音楽のコピーの状況

最近１年間にパソコンに保存、ダウンロードした楽曲をさらにコピーしているかどうかについて尋ねた。ＷＥＢ調査で最も多かったのは「ポータブ
ル（携帯型）オーディオで聴くため」で52.2％、郵送調査で最も多かったのは「ＣＤ－Ｒ／ＲＷで聴くため」で53.3％である。ただし、コピーした曲数
で最も多いものはＷＥＢ調査、郵送調査ともに「ポータブル（携帯型）オーディオで聴くため」（ＷＥＢ調査：305.9曲、郵送調査：264.0曲）である。

平均曲数

305.9

101.6

― 

33.3

58.8

52.2

48.7

17.7

11.0

11.0

0 10 20 30 40 50 60

ポータブル（携帯型）
オーディオで聴くため

ＣＤ－Ｒ／ＲＷで聴くため

パソコンで聴くのみ
（他の機器にはコピーしない）

携帯電話で聴くため

ＭＤで聴くため

N=1946
（％） 平均曲数

104.0

264.0

42.5

72.0

― 

― 

53.3

50.3

14.7

11.4

9.9

3.3

0 10 20 30 40 50 60

ＣＤ－Ｒ／ＲＷで聴くため

ポータブル（携帯型）
オーディオで聴くため

ＭＤで聴くため

携帯電話で聴くため

パソコンで聴くのみ
（他の機器にはコピーしない）

無回答

（％）
N=394

最近１年間のパソコン上に保存した音楽のコピー利用[ＷＥＢ調査]Ｑ50 最近１年間のパソコン上に保存した音楽のコピー利用[郵送調査]問21-2
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著作権に対する意識

著作権という言葉を見たり聞いたりしたことがあるかについて尋ねた。ＷＥＢ調査では「ある」という回答が97.0％を、郵送調査では97.5％占めた。

「著作権」という言葉を見聞きしたことが「ある」と答えた人に対して、「権利者の了解を得る必要があるかもしれないと思う行為」について尋ねた
ところ、「自分で録音した音楽をホームページに掲載したり、ファイル変換ソフトで変換すること」が、ＷＥＢ調査で80.1％、郵送調査で80.2％と最
も高い割合を示した。次いで「自分で購入したＣＤ、ビデオソフト、パソコンソフトを友人・知人のために録音、ダビング、コピーすること」が、ＷＥＢ
調査で60.6％、郵送調査で56.3％となっている。 「自分で録音した放送番組を保存のためにダビングすること」は、ＷＥＢ調査で7.4％、郵送調査
で6.3％となっており、いずれの調査結果でも最も低い割合を示した。

はい
97.0%

いいえ
3.0%

N=3000

無回答
0.5%

いいえ
2.0%

はい
97.5%

N=1005

「著作権」という言葉の見聞き（Q61、問27）

[WEB調査] [郵送調査]
80.1

60.6

55.3

31.0

25.5

8.2

7.4

6.1

80.2

56.3

48.4

28.7

28.3

7.7

6.3

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

自分で録音した音楽を

ホームページに掲載したり

ファイル交換ソフトで交換すること

自分で購入した「ＣＤ」「ビデオソフト」

「パソコンソフト」を友人・知人のために

録音、ダビング、コピーすること

自分で録音した「ＣＤ-Ｒ」を

友人・知人のためにダビングすること

録音した「ＣＤ-Ｒ」を借りて

自分のためにダビングすること

借りた「ＣＤ」「ビデオソフト」

「パソコンソフト」を自分のために

録音、ダビング、コピーすること

自分で購入した「ＣＤ」「ビデオソフト」

「パソコンソフト」を自分のために

録音、ダビング、コピーすること

自分で録音した「放送番組」を

保存のためにダビングすること

あてはまるものはない

上段[ＷＥＢ調査]　N=2909
下段[郵送調査]　  N=980

（％）
著作権者の了解を得る必要があると思う行為（Ｑ62、問27-1）
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私的録音録画補償金制度の認知度と認知手段

「私的録音録画補償金制度について知っていたか」について尋ねたところ、「知っている」のはＷＥＢ調査で32.3％、郵送調査で13.7％である。
性・年代別にみると、ＷＥＢ調査、郵送調査ともに男性の認知度が高い。

「私的録音録画補償金制度を知った手段」について尋ねたところ、最も多いのは、ＷＥＢ調査では、「新聞・雑誌等の記事から」が48.8％、郵送調
査では「録音機器や録画機器などのカタログや取扱説明書、及び録音用ディスク（ＭＤや各種ＣＤ）や録画用各種ＤＶＤディスクのパッケージか
ら」が50.0％である。次いで、ＷＥＢ調査では、「録音機器や録画機器などのカタログや取扱説明書、及び録音用ディスク（ＭＤや各種ＣＤ）や録
画用各種ＤＶＤディスクのパッケージから」が43.6％、郵送調査では「新聞・雑誌等の記事から」が48.6％となっている。

はい
32.3%

いいえ
67.7%

N=3000

無回答
0.7%

はい
13.7%

いいえ
85.6%

N=1005

48.8

43.6

27.0

26.4

7.1

5.7

5.2

2.3

0.9

48.6

50.0

32.6

17.4

10.9

2.9

2.2

2.2

2.2

0 10 20 30 40 50 60

新聞・雑誌等の記事、広告から

録音機器や録画機器などのカタログや

取扱説明書、及び録音用ディスクや

録画用各種ＤＶＤディスクのパッケージから

テレビやラジオの番組から

権利者団体等のパンフレット、

インターネットホームページから

家族、友人・知人から聞いて

学校の授業や講演、講座などを聞いて

その他

電車の車内広告から

店員の説明から

上段[ＷＥＢ調査]　N=969
下段[郵送調査]　　N=138

（％）
「私的録音録画補償金制度」を知った手段（Ｑ64、問28-1）

「私的録音録画補償金制度」の認知度（Q63、問28）

[WEB調査] [郵送調査]
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私的録音録画補償金の金額及び対象機器の認知度

補償金の金額について、雑誌、パンフレットなどで見たことがあるか
どうかについて尋ねた。ＷＥＢ調査では29.7％、郵送調査では
17.4％が「見たことがある」と答えている。

補償金の対象となることを知っている録音機器・媒体について尋ね
たところ、最も認知度が高いのは「音楽ＣＤ－Ｒ／ＲＷのディスク」で
あり、ＷＥＢ調査で64.0％、郵送調査で66.2％である。次いで、「ＭＤ
の録音ディスク」が高く、ＷＥＢ調査で53.5％、郵送調査で56.5％を
示した。

はい
29.7%

いいえ
70.3%

N=969

無回答
1.4%

はい
17.4%

いいえ
81.2%

N=138

補償金額について雑誌・パンフレット等で見たことがあるか
（Ｑ65、問28-2）

[WEB調査] [郵送調査]

補償金の対象機器（Ｑ66、問28-3）

注）上段[ＷＥＢ調査] Ｎ=969、下段[郵送調査] Ｎ=138

44.8

48.6

30.4

29.0

24.6

24.6

44.4

47.8

53.5

56.5

34.9

34.8

29.9

31.2

64.0

65.2

55.2

50.7

69.6

69.6

75.4

73.9

55.6

50.0

46.5

41.3

65.1

63.8

70.1

66.7

36.0

33.3

0.7

1.4

1.4

2.2

2.2

1.4

2.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＭＤレコーダー

ＤＡＴレコーダー

ＤＣＣレコーダー

CD-R/RWレコーダー

ＭＤの録音ディスク

ＤＡＴの録音用テープ

ＤＣＣの録音用テープ

音楽用CD-R/RWの
ディスク

知っていた 知らなかった 無回答
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ポータブル（携帯型）オーディオ、パソコンを私的録音補償金対象にするべきか

iPodなどのポータブルオーディオは、ＭＤ等と同様の機能をもつデジタル録音機器・媒体であるが、これを私的録音補償金の対象にするべきか
どうかについて尋ねた。 ＷＥＢ調査、郵送調査とも、「そう思う」が1割強、「どちらかといえばそう思う」が35％程度で、約半数は肯定的であるが、
賛否は拮抗している。

同様に、パソコンもＣＤなどから音楽をデジタル録音する機能を持っているため、私的録音補償金の対象にするべきかどうかについて尋ねた。
ＷＥＢ調査、郵送調査とも、「そう思う」が1割未満、「どちらかといえばそう思う」が３割前後であり、過半数は否定的である。

ポータブル（携帯型）オーディオを私的録音補償金対象とすべきか

（Ｑ68-1、問29-1）

パソコンを私的録音補償金対象とすべきか

（Ｑ68-2、問29-2）

10.5

11.7

34.3

34.5

28.8

28.5

26.4

23.8 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＷＥＢ調査

(N=3000)

郵送調査

(N=1005)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

6.7

8.7

27.7

31.1

33.3

35.4

32.4

29.2 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＷＥＢ調査
(N=3000)

郵送調査
(N=1005)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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私的使用目的での補償金支払に対する考え方

私的使用目的のデジタル方式の録音に関して、著作権を持つ権利
者に補償金を支払うことは必要かどうかについて尋ねた。ＷＥＢ調
査で46.1％、郵送調査で40.7％が必要であると回答した。

「私的使用目的のデジタル方式の録音に対して、著作権を持つ権
利者に補償金を支払うことは必要」と答えた人に、どのような方法で
補償金を支払うことが望ましいかを尋ねた。

「録音のために購入する機器や媒体の価格に比例したお金を支払
う仕組み（現在の私的録音録画補償金制度）」について「大変好ま
しい」及び「どちらかといえば好ましい」と思っている人が、ＷＥＢ調
査、郵送調査ともに70％を超えている。次いで、「音楽を1曲録音す
る毎にお金を支払う仕組み」が「好ましい」という傾向がある。これに
対し、「録音する音楽の録音時間に比例したお金を支払う仕組み」
や「支払いはわずかまたは不要とする代わりに、録音は厳しく制限
される仕組み」は「好ましくない」とする傾向が強い。

はい
46.1%いいえ

53.9%

N=3000

無回答
1.7%

はい
40.7%

いいえ
57.6%

N=1005

私的使用目的のデジタル録音に補償金を支払うことは必要か（Ｑ69、問30）

[WEB調査] [郵送調査]

注）上段[ＷＥＢ調査] Ｎ=1382、下段[郵送調査] Ｎ=409

著作権者への補償金の支払方法（Ｑ70、問30-1）

13.4

15.6

3.5

4.4

10.9

13.2

6.4

7.8

57.0

57.9

27.5

26.2

41.0

34.2

21.9

17.4

19.5

14.4

43.0

37.7

28.9

26.2

33.5

28.6

10.1

11.2

26.0

29.3

19.2

24.0

38.1

43.8

0.7

2.4

2.4

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

録音のために購入する機器や
媒体の価格に比例した
お金を支払う仕組み

（現在の私的録音録画補償金制度）

録音する音楽の録音時間に
比例したお金を支払う仕組み

音楽を1曲録音する毎に
お金を支払う仕組み

支払いはわずかまたは不要
とする代わりに、録音は厳しく

制限される仕組み

大変好ましい どちらかといえば好ましい どちらかといえば好ましくない 好ましくない 無回答
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私的使用目的での補償金支払に対する否定的な意見

「私的使用目的のデジタル方式の録音に対して、著作権を持つ権利者に補償金を支払うことは必要ではない」と答えた人に、「その理由」を尋ね
た。 「私的録音は本来自由であるべきだから」という理由が、ＷＥＢ調査、郵送調査ともに回答が圧倒的に多い。

私的使用目的でのデジタル録音に対して権利者に補償金を支払う必要がないと考える理由（Ｑ71、問30-2）

13.1

25.4

71.0

61.0

11.4

8.6

4.5

3.31.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＷＥＢ調査

(N=1618)

郵送調査

(N=579)

権利者の必要に応じて
技術的に複製が制約されているから

私的使用は本来
自由であるべきだから

自分がお金を払うのは
嫌だから

その他

無回答
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共通目的事業の認知度と必要性

私的録音録画補償金のすべてが権利者に分配されるのではなく、
その一部を著作権保護などの権利者の共通の利益のための事業
（共通目的事業）に支出することが義務付けられているが、この「共
通目的事業」について尋ねたところ、認知している人は、ＷＥＢ調査
で5.2％、郵送調査で2.1％である。

「私的録音録画補償金の一部を共通目的事業に支出することが必
要か」と尋ねたところ、「必要である」及び「どちらかといえば必要で
ある」と答えた人が過半数を超えた（ＷＥＢ調査：52.2％、郵送調査：
62.7％）。

「共通目的事業として必要な事業」について尋ねたところ、「著作権
制度に関する教育及び普及啓発のためのパンフレットや小冊子の
作成」が最も高く、ＷＥＢ調査で55.5％、郵送調査で60.3％である。
次いで、「著作権及び著作隣接権の保護に関する国際協力」がＷＥ
Ｂ調査で45.4％、郵送調査で44.6％である。

はい
5.2%

いいえ
94.8%

N=3000

無回答
3.1%

はい
2.1%

いいえ
94.8%

N=1005

共通目的事業の認知度（Q72、問31）

[WEB調査] [郵送調査]

共通目的事業の必要性（Ｑ73、問31-1）

共通目的事業として必要な事業（Ｑ74、問31-2）

55.5

45.4

37.5

33.7

22.8

0.9

60.3

44.6

33.2

30.2

23.3

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70

著作権制度に関する

教育及び普及啓発のための

パンフレットや小冊子の作成

著作権及び

著作隣接権の保護

に関する国際協力

著作物の創作の

振興及び普及に

資する事業

著作権制度に

関する

調査研究

著作権制度に

関するセミナーや

研修会の実施

その他

上段[ＷＥＢ調査]　N=1568
下段[郵送調査]　　N=630

（％）

5.0

9.9

47.2

52.8

33.7

24.7

14.1

9.0 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＷＥＢ調査
(N=3000)

郵送調査
(N=1005)

必要である どちらかといえば必要である どちらかといえば必要でない 必要でない 無回答
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まとめ

本調査は、これまで実施してきた「私的録音に関する実態調査」を継承するものとして位置づけ、デジタル録音の実態の移
り変わりを捉えることに重点をおいている。近年の技術革新に伴い、パソコンによる録音が容易になっていることや、デジタ
ル録音機器の若年層への普及が進んでいることを踏まえ、新たに調査項目の追加を行った。今回初めて、ｉＰｏｄ等のポータ
ブル（携帯型）オーディオやパソコンでのデジタル録音の実施状況が明らかになった。

昨年の秋口以降、ポータブル（携帯型）オーディオの著しい市場進出に伴い、デジタル録音に使用される機器・媒体が、従
来のＭＤ中心から変化しつつある。ポータブル（携帯型）オーディオの保有により、ブランクＭＤの購入が減少したというユー
ザーからの回答は多く、ＭＤの利用は頭打ちで、機器・媒体の置き換えが生じている。

また、パソコン保有者の多くが、パソコンによるデジタル録音を経験している。それも、「ポータブル（携帯）オーディオで聴く
ため」に実施されることが多く、パソコンは音源の保存・コピーのためのツールという位置づけである。

ポータブル（携帯型）オーディオやパソコンで行われるデジタル録音に際しても、音源は依然としてＣＤが最も多い状況には
変わりがなく、ユーザーの録音行為そのものは従来と大きな変化はない。結果として、ＭＤの代替機器としてｉＰｏｄ等のポー
タブル（携帯）オーディオが普及しているという見方が正しいであろう。

このようなデジタル録音の実態を踏まえた上で、著作権保護を目的とした制度のあり方を検討していく必要がある。
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